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通過時刻
６月某日

通過時刻
７月某日 通過場所

8：01 7：20 下氷鉋　信号を通過（日本無線付近）
8：20 7：46 青木島　信号を通過（松代街道と117号線の合流付近）
8：30 7：55 荒　木　信号着
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E-mail　kjitikyo@grn.janis.or.jp

　コロナ感染症の影響で、更北地区住民自治協議会においても、従来どおりの活動が思うようにできない状
況が続いています。しかし、今だからこそできること、今だからこそやるべきことがあると考えています。更北
地区の未来のために。

丹波島橋渋滞解消のための新橋建設要望書提出
　道は人々の暮らしや地域を支え、その上を多くの人、もの、情報が行き交うことにより文明、文化が育まれて
きました。道路によって地域は良くもなり、住み易くもなります。道路の整備は、早急に解決しなければならな
い、重要な課題です。

荒木の信号を過ぎると、比較的スムーズに流れる
　下氷鉋〜荒木信号間の渋滞は顕著です。
　時は金なり。渋滞は、大きな経済の損失と言えます。また、災害時の緊急対応の観点からも丹波島橋の渋滞
は深刻な問題です。これからも、住民の皆さんと一体になり、声をあげ続けていきます。

地域の未来を担う、子どもたちのために 裏面につづく

　8月25日（水）に、長野市役所へ更北地区住民自治協議会正副会長が訪問し、「丹波島橋渋滞解消のた
めの新橋建設に関する要望書」を、山野井会長より、加藤市長に提出しました。
　この要望書は、若穂、松代、篠ノ井、川中島、更北、５地区の長野市南部地域の住民自治協議会が、連
携・団結し、より大きな要望にして提出することで、一日も早い新橋建設の実現に結びつけるものです。
また、あわせて渋滞緩和のためのソフト対策の検討実施についても提案しました。
　新橋建設は、一朝一夕にできる事案ではありませんが、10年後、20年後を展望し、種を蒔かなけれ
ば、花は咲きません。コロナ禍の今を種蒔きの時と捉え、未来の更北地区、長野市南部地域の為に、今だ
からこそできること、やるべきことをやる必要があります。
　今、成果は見えなくても、今回の要望書提出は、大きな一歩になったと確信しています。

今だからこそ、未来のために
� 「できること」「やるべきこと」を

丹波島橋ある日の渋滞実態
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真島小学校と信州ブレイブウォリアーズ

下氷鉋小学校にある作新記念館の老朽化が激しく、改修工事が必要となっています。
貴重な長野市指定文化財が学校の敷地内にあるにもかかわらず、危険なため、子どもたちが立ち入る

ことすらできない状況が続いています。
　安全確保のための応急処置は、今年度着工される予定ですが、学習に利用するまでには至りません。下
氷鉋小学校創立150周年を迎える、2023年には、子どもたちが作新記念館の建物の中で学習に取り組める
環境を整備し、地域と学校を繋ぐ施設としても活用できるよう、10月1日（金）に、「作新記念館の改修に関
する要望書」を加藤市長に提出しました。

　下氷鉋小学校は明治６年（1873）８月、旧下氷鉋村、旧田牧村、旧上小島田村、旧青木島村の四か村連合で善
導寺を仮校舎に「作新学校」として創立されました。「作新」とは中国の古典『大学』の一節「日々新たにして、又日に
新たなり。新しき民を作せ」から採られているといわれ、この時代に「自ら考え、経験し、行動して、自らを新しくしてい
く人間力の育成」を目指し創立されたことに、当時の地域の人々の教育に対する熱い思いと、高い志を感じます。
　その後、生徒の増加に伴い明治16年12月7日に、現在地に上棟された和洋折衷様式の建物が校舎となりまし
た。それが、現在の作新記念館（作新学校）です（昭和56年に長野市指定文化財となる）。建物とともに、「作新」の
精神を地域の子どもたちに受け継いでいってほしいと願っています。

更北支所の地域きらめき事業（地域活性化支援）の一環で、真
島小学校では、信州ブレイブウォリアーズとの連携に力を入れていま
す。本年度は、信州ブレイブウォリアーズからコーチを招き全４回の
授業のプログラムの中で練習を重ねています。４～６年生の１４名が楽
しみながら、熱心にコートを駆け巡っています。
11 月13日（土）には信州ブレイブウォリアーズのホームゲーム

がホワイトリングであるので、子どもたちは地域の皆さんと一緒に「真
島応援団」として試合を観戦する予定です。一緒に応援しませんか。

長野市指定文化財
作新記念館の改修に関する要望書提出

早期改修により「作新」の精神を後世に伝えたい
作新記念館の沿革

赤い羽根共同募金活動にご協力賜りまし
て、厚く御礼申し上げます。
住民と事業所の皆様からお寄せいただきま
した募金は、これからも地域のさまざまな
福祉を支える活動に役立ててまいります。
今後とも共同募金をよろしくお願い申し
上げます。


